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脚鮮開音くらサイエンスプラン』友情と感激静岡大学の活動報告

哲男禦鰐欝

アジアとのブリッジ人材育成のための高校生招聴静岡大学では､日本企業が多-進出
しているインドネシア､タイ'ベトナム､インドから直亭学瀞1年生として入学するプログラム　(アジアブリッジプログラム　(AB甘)t http‥[/www.

abp.ics戸ShiR:uOka.acjp＼eng＼)を平成
27年_ 0月より開始する｡アジア地域から優秀な留学生を受入れ､母国の産業の発展に貢献できる妓筋力を身に付けさせること､海外進出している日本企葉に必要な人材に育成することを目的とするプログラムである｡静岡大学は､留学生を受入れて教育する体制を整え､地境と一体となって生活面､経済的な支援を行う｡さ-らサイエンスプラン
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静岡大学農学部.教育学部研究室見学 
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浜松市内観光 
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静岡大学工学部研究室見学 
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静岡大学情報学部研究室見学 
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高柳記念未来技術創造成見学､浜松インドネシア友好協会と悠親会 
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では､ABP開始に先立ち､招特する高枚生が工学部､情報学部､農学部ー理学部'教育学部(理系)における勉学･研究を知って日本の科学技術に関心を持ちー白身の将来の遺

平成27年10月5日(月曜日)

国際交流センター長表敬

路について考える横合を捷供しー近い将来'静岡大学への官学を強く動機付けることを目的として美穂した｡

蒋蒋
したビヌ　スインタ

-ナショナルスクールセルボン校(BmS
H当TERNATIONjuSCIIOOLSerpongI以

下BIⅣUS)はBanten州のトップ枚である｡時に理系教育に力を入れており､設備の整った実験室を備え物理､生物､化学の実験･実習をカリキュラムに組み込んでいる｡同校は外国人が教場月の半数を占め､海外留学を志す生徒が多い｡静岡大学へは'平成訟年度､平成24年度'平成恕年度､平成訪年度に工学部にそれぞれ1名ずつ入学夷唐がある｡招碑学生はt FqINUSで実験や実習に積極的に取り組み､日本の理系学部(工学部'情報学部ー農学部ー理学部)　への進学に関心を持つ生徒10名を選抜した｡
平成訂年度から囲始のAFqPに関心を持っ

てもらうため､複数の研究皇訪問を通して静岡大学の教員･学生と交放し'静岡大学での大学生菅多面的にイメージできるよう工夫した｡訪問した研究室では､インドネシア人骨学生が案内ー配明をしたことによってー招碑した高校生によいロールモデルを示すことができ'高校生から多くの質問が飛び出した｡また､日本人学生と留学生が協力して研究していること､インドネシアと緩い関わりのあ
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る研究が進められていることを紹介することができた｡

1 0名という少人数での訪問であったため'
静岡大学の教月､学生と親しく青葉を交わしながら研究内容の紹介を受けることができ'静岡大学が進学先として有望であることを高校生に印象づけられたoただ､招碑した高校生は､まだ興味の対象が絞りきれておらずー彼らの関心に完全に合致した分野の研究室訪問計画を立てることができなかったのが反省点である｡t方でー訪問を受けた研究室ではーBIⅣUsの生徒たちの勉学意欲の高さと優秀さを且の当た-にLI海外の高校に沖する関心を高められたことが大きな成果である｡

留学において大学での勉学は重要だがー地
域で一市民として過ごす時問も同じぐらい重要である. ｡浜松市はーホンダーヤマハ'スズキ､河合楽静ーローランドなど'世界企業の発祥の地であり拠点である｡スズキ歴史館'高柳記念未来技術創造館は英語での解説により展示内容をよ-理解することができた｡イ

ンドネシアは'日本の電気製品が多く出回っており､またスズキの海外生産拠点国でもあるのでー大学での研究内容がどのように産業に貢献するか高枕生は高い関心を持って展示を見学した｡

また'浜松インドネシア友好協会との懇親
会によって､高校生は浜松市とインド､チソアが良好な関係を保っていること､インドネシア人が地域に温かく受入れられることを実感したようだ｡引率の教育港当副枚長が地域も留学生の受入れに前向きであることを生徒とともに理解してもらえたことは､日本への留学を考える大きな要素となったと思われる｡

静岡大学はI AFqPによる留学生の受入れ

を通じて'日本人学生の国際化を囲り､ひいては静岡大学全体'静岡県の国際化に貢献したいと考えているC今後､日本留学の動機づけに､存外の高校1年生､2年生対象のショーープログラムを定期的に実施していきたい｡気候や食生活など実際に生活できるかどうかの体験ー静岡大

における勉学内容や研究レ
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農学部研究室を紡闘

｢スズキ｣を見学

工学部研究室を見学

ベルの理解が目的である｡海外の高校生､保護者は世界の大学ランキングを注視しているが､日本の場合､国立大学であればどの地域に立地していようとも､その学閥レベルに大きな格差はない｡しかし'この事実がなかなか理解されないのが現状である｡この事実を実感してもらうためにはー研究室訪問'教員や学生との交蔵が最も有効であろう｡地域と連携して海外の高放生を大学に招き1日本への留学を考える機会を連供していきたいと考えています｡

▼

篭碗　　至m欝L BgZy6票LON


